
彙

報

　
　
　
　
昭
和
十
九
年
農
史
畢
科
入
墨
生

　
十
月
｝
H
附
昭
和
十
九
年
度
の
土
入
學
生
の
う
ち
更
學
科
關
係
は
本
科
六

十
八
名
、
選
科
十
一
名
で
あ
っ
た
。
両
し
て
是
等
の
新
入
學
生
に
均
し
て
は

r
本
年
慶
か
ら
は
時
局
下
の
新
慮
催
と
し
て
、
入
學
と
同
晦
に
奪
攻
科
碍
を
決

定
せ
し
め
て
、
そ
れ
ぐ
普
｝
遡
講
義
の
聴
講
の
外
に
専
攻
部
門
の
王
地
指
熱

・
を
も
受
け
し
め
る
こ
ξ
に
な
っ
た
。
新
入
學
生
の
各
科
別
は
次
の
如
く
で
が

あ
る
。

國
史
本
科

東
洋
史
本
科

西
洋
上
本
科

地
理
離
本
科

考
古
學
本
科

　　十・十
三六三十二
名名名名名

な選選選選
し

科・科科科

一一一 ｪ名名名田

　
な
ほ
こ
の
外
に
入
豫
入
嗣
等
の
爲
に
專
攻
未
決
定
の
本
科
生
十
四
名
が
あ

る
。　
　
　
昭
和
十
九
年
度
史
暴
科
講
藝

　
非
常
時
周
に
封
ず
る
臨
時
慮
置
と
し
て
、
史
學
科
の
本
年
度
講
義
は
も
と

の
曹
｝
巡
講
義
に
相
認
る
も
の
と
、
從
來
の
特
殊
講
義
・
講
諮
∵
演
習
等
を
含

め
て
學
生
の
研
學
を
指
愚
す
る
研
究
指
導
と
の
二
種
に
分
ち
、
、
新
入
學
生
を

も
藏
ち
に
茜
醐
者
と
瀧
ハ
に
後
者
の
・
山
地
指
一
導
を
も
受
け
し
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
要
目
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
な
ほ
薪
學
年
に
際
し
薪
た
に
講
師
を

黎

報

依
囑
さ
れ
た
の
は
國
史
の
赤
松
俊
秀
學
士
一
人
で
あ
る
。

を
示
す
）

　
　
般
講
義
史
學
研
究
法

中
折
概
説

國
’
史
概
説

東
洋
更
概
説

東
洋
史
概
醗

酉
韓
史
概
読

自
然
地
理
學

人
丈
地
理
學
概
説

（
1
）

第
一
學
期
（
3
）

第
二
學
期
（
3
）

第
二
學
期
（
3
）

策
｝
己
斐
（
3
）

（
3
）

第
一
學
期
（
2
）

（
2
）

醤
歯
骨
難
｝
（
・
）

　
臼
本
三
遷
史
総
論
　
（
2
）

研
究
指
謹
（
特
殊
講
義
。
演
習
・
講
讃
を
含
む
）

〔
國
史
〕

　
日
本
交
趾
史
の
研
究
　
（
2
）

　
古
　
丈
　
書
　
學
　
（
2
）

　
武
家
偽
隅
醜
の
研
究
　
（
2
）
）

國
史
と
郷
土
史
（
2
ζ

　
籔
日
本
紀
講
鎖
（
2
）

、
近
世
糟
都
門
史
の
諸
…
問
題
　
（
O
召
）

　
中
世
史
料
　
の
研
究
　
（
2
）

〔
東
洋
史
〕

第
三
ナ
巷
’
第
一
號

（
数
寧
は
時
罎
敬

小野原酔吟串酉原
牧瑛崎波村田
教護教教畷巌教

門擾擾授浸擾｛受綬

梅
原
敏
授

酒
　
碍
激
一

酉
　
田
教
擾

中
村
助
敏
畏

藤
助
敏
擾

東
伏
見
講
師

柴
　
田
　
講
師

赤
松
講
師

八
輔
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彙

報

　
支
那
近
世
の
崩
芽
期
に
就
い
て
（
｝
回
一
）

　
爾
薙
細
亜
吏
言
説
　
（
＝
同
）

溝
　
　
朝
　
　
史
　
（
｝
同
）

　
靖
疑
の
藤
ハ
の
研
究
　
（
2
）

　
豪
古
史
序
説
　
（
2
）

〔
酉
洋
史
〕

　
講
　
義
　
指
　
導
．
（
一
同
Y

　
同
　
　
　
　
　
　
　
（
二
圃
）

　
局
　
　
　
　
　
　
（
二
・
圏
）

　
同
　
　
　
　
　
　
（
二
画
）

〔
地
理
學
〕

　
H
本
地
政
學
及
び
演
智
（
4
）

　
致
治
地
理
墨
・
及
び
講
譲
　
（
4
）

　
講
譲
及
實
脅
（
4
）

〔
考
古
學
）

　
精
本
・
朝
鮮
考
古
攣
及
び
．
賀
響
　
（
4
）

　
考
古
學
書
船
軍
　
（
｝
圃
）

管外田宮那
教導N縦波
　　助
講講教9敏
師師慢授擾

原
　
　
教
　
　
綬

鈴
木
助
教
授

井
上
助
教
後

箭
　
川
　
講
　
師

小
　
牧
教
授

蜜
賀
助
教
後

野
　
悶
　
講
　
師

梅
原
　
敏
授

村
　
溝
　
講
　
師

　
　
　
　
東
洋
変
研
究
室
遙
況

　
那
波
教
授
の
渡
支
　
國
民
政
尉
の
招
待
に
よ
り
中
支
清
郷
地
磁
愚
察
の
爲

八
月
十
九
窺
京
都
を
爾
獲
、
朝
鮮
縄
出
渡
支
し
た
那
波
教
授
は
九
月
上
旬
先

づ
嵐
…
京
に
到
着
、
爾
後
…
靭
一
ゲ
月
に
穿
り
政
府
現
地
曲
狩
藤
…
樒
一
廻
並
び
に
駈
江

省
政
府
の
援
助
の
下
に
南
京
・
鎭
涯
・
無
錫
・
蘇
彊
等
附
近
の
涛
郷
工
作
の

覗
察
を
行
ひ
、
併
せ
て
之
等
地
・
万
の
史
蹟
を
も
訪
ね
る
所
あ
っ
た
が
、
十
溜

鑛
黛
＋
巻
　
籍
網
號

八
ご

ご
十
二
犠
挨
行
の
尽
的
を
難
し
て
無
明
餓
卜
し
た
。

　
東
洋
史
研
究
愈
例
・
暫
　
＋
一
月
一
日
（
水
）
午
後
一
時
牛
よ
り
東
洋
史
研
究

室幽

ﾉ
於
て
㎜
囲
難
、
那
波
敏
博
晒
の
泓
甲
支
族
行
談
を
き
く
。
斑
席
者
は
安
部
助
敏

授
を
は
じ
め
約
二
十
名
。
帯
田
日
は
時
㎞
闇
の
都
ム
”
上
滞
旧
訓
覗
｛
禁
談
に
は
㎞
捻
れ
ず

專
ら
敏
授
が
今
購
の
族
行
で
姶
め
て
訪
れ
た
南
京
・
蘇
辮
等
附
近
の
史
蹟
や

最
近
の
支
那
輝
濟
事
樒
…
に
つ
い
て
の
談
話
に
終
っ
た
が
、
…
纏
め
て
興
味
深
く

語
ら
れ
闘
時
絡
了
し
た
。

　
諸
學
振
興
會
　
昭
和
十
九
年
度
藷
…
學
振
翼
禽
昌
歴
史
部
・
曾
は
甲
府
市
山
梨
懸

師
範
學
緯
〃
に
於
て
開
催
丁
こ
れ
た
が
、
本
研
究
室
よ
り
も
那
波
教
授
が
酒
席
、

十
一
肩
十
一
日
午
前
の
研
究
獲
表
會
の
席
上
「
支
那
の
民
政
と
轡
吏
し
と
題
し

約
四
十
分
に
互
り
研
究
残
表
を
行
ふ
班
あ
っ
た
。

　
　
　
　
畢
振
研
…
究
費
補
助
の
決
定

　
鉦
本
學
術
振
興
會
昭
和
＋
九
年
凌
後
期
研
究
援
助
補
助
金
下
附
の
件
＋
一

日
〃
上
惣
決
定
を
見
た
が
、
そ
の
う
ち
第
二
常
鷺
雨
隠
〔
愈
闘
灰
閥
の
卑
項
巾
ふ
小
學

・
災
學
科
　
關
係
は
左
の
三
件
で
、
そ
れ
λ
び
＼
研
究
の
補
…
助
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
一
、
近
畿
地
方
上
代
各
種
鍛
跡
地
名
表
艶
に
丈
献
納
録

　
　
　
の
作
製
（
第
二
回
、
千
國
）
　
　
　
　
副
手
　
ム
ツ
井
寓
士
雄

　
一
、
大
東
亜
文
化
源
流
の
研
究
（
第
一
圏
一
、
千
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
落
院
學
生
　
澄
　
田
　
正
　
一

　
一
、
近
畿
に
於
け
る
祉
寺
郷
藏
の
土
世
・
中
世
二
化
更

　
　
　
山
男
の
探
登
研
究
騨
猟
に
田
μ
胆
版
（
鐵
擢
心
慰
［
、
千
五
百
㎜
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敏
授
　
西
田
燕
二
郎
p
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講
麟
　
赤
　
松
　
俊
　
秀

　
　
　
　
國
史
融
窒
近
況

　
新
入
葦
生
敷
迎
會
　
十
月
の
薪
學
年
に
徽
円
っ
て
、
本
年
も
多
調
の
新
入
．
學

生
を
迎
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
殊
に
A
コ
慶
は
學
鋼
の
籐
伽
更
が
あ
り
、
從
來
專

攻
決
定
は
二
隅
生
に
進
級
す
る
こ
と
」
共
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
、
入
學
と

岡
目
，
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
饗
糠
国
雨
儲
W
に
よ
る
輯
愚
攻
回
生
を

歎
迎
す
る
た
め
に
、
十
月
廿
一
U
n
（
土
）
午
後
、
南
羅
響
山
内
蕉
因
庵
に
於
い

て
禽
樋
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
一
　
同
生
は
八
名
、
新
…
一
蔓
生
．
は
二
十
二
名

（
内
侃
名
は
専
門
學
校
繊
身
）
、
外
に
選
科
生
八
名
で
あ
る
。

　
禽
n
後
同
山
内
》
の
金
地
院
曜
稿
岡
及
び
安
…
図
殿
（
束
照
宮
）
を
簿
槻
し
た
O

　
譲
史
籍
阿
大
＾
鰹
　
恒
例
の
濫
不
大
野
隅
は
例
年
よ
り
も
時
．
期
～
を
繰
上
げ
て
、
十
月

骨
九
臼
（
獲
）
に
行
は
れ
た
。

　
研
究
獲
褒
並
に
講
演
會
は
午
援
一
時
雫
よ
り
樂
友
黒
総
講
演
塞
に
於
い
て

開
一
催
、
時
縮
即
緬
濃
艶
隔
地
の
禽
μ
鍵
〔
藷
…
氏
の
参
翻
ハ
は
勘
Ψ
か
っ
た
が
、
學
〃
外
よ
り
の

蜜
強
弾
の
外
に
多
く
て
、
歴
史
へ
の
憲
向
の
高
揚
を
厨
の
あ
た
り
に
見
る
こ

と
の
田
口
た
こ
と
は
欣
懐
の
釜
り
で
あ
っ
た
。
父
墾
｝
談
愈
隅
は
同
夜
六
時
小
†
よ

り
武
者
小
路
千
家
の
弘
胸
鰭
に
て
行
は
れ
、
磯
庸
者
三
十
綱
曳
、
綿
々
持
多

の
畑
野
を
…
囲
き
、
談
弘
醐
に
良
夜
の
一
更
け
る
の
を
心
心
れ
て
脈
凧
史
を
瓢
㎜
り
A
側
つ

た
。

　
節
日
の
研
究
獅
彼
　
鮎
並
に
｛
講
演
は
左
の
加
μ
く
で
あ
る
。

　
　
1
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
　
　
　
　
　
　
・
毛

　
　
荘
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
透

一
堂
　
の
　
欝

無
刑
籐
の
威
立

町
人
と
避
世
紐
轡

魏

報

一
　
村
　
i

藤
木
喜
一

岩
城
隆
利郎肪…

氏氏氏

　
　
所
謂
催
幕
派
に
つ
い
て

　
　
臼
本
薄
日
紀
寒
｝
策
三
の
傳
に
つ
い
て

　
　
察
…
町
菓
…
府
…
の
日
岡
潮
酬
衆
に
つ
い
て

　
　
上
代
に
於
け
る
受
戒
の
一
驚
犠

　
　
霊
町
時
代
の
文
化
の
煎
日
及
韓
一

　
　
関
會
　
の
　
融

　
見
學
　
八
幡
地
方

史
曲
醗
地
の
見
學
を
行
一
つ
た
。

約
汁
五
名
饗
伽
、

で
あ
っ
た
。

西藤東赤池擁
田　伏松田躍

彌
鴛
郎
茂

　
源
　
太
氏

　
俊
秀
藤

見
邦
英
氏

薇
　
幹
氏

概
二
郎
氏

　
　
十
一
月
四
口
（
土
）
京
郡
斑
綴
翼
一
十
八
幡
町
に
於
け
る

　
　
　
　
西
m
引
教
授
以
下
藷
…
漸
駄
官
の
指
轍
騨
の
下
に
學
生
ら

秋
晴
一
れ
の
好
円
に
解
離
ま
れ
「
て
宙
伽
肯
総
野
街
遺
の
雛
澱
は
快
適

　
先
づ
八
幡
宮
露
座
に
由
緒
深
い
紳
慮
毒
は
住
持
不
在
の
爲
に
行
書
律
師
整

像
を
は
じ
め
見
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
航
海
塔
、
奮
蜜
滋
を
過
り
、
清
測
な

弁
水
を
汲
ん
で
、
泉
坊
の
噛
遺
鮭
、
松
花
堂
昭
乗
｝
漉
の
菓
贋
の
苔
を
掃
き
、

（
泰
勝
寺
）
次
い
で
誰
一
法
一
律
寺
、
に
額
醐
る
。
男
山
の
嗣
山
鐵
黒
黒
寺
家
の
關
一
膳
に
な

る
塞
寺
は
、
須
彌
壌
の
代
り
に
高
欄
を
亀
つ
高
御
座
を
据
ゑ
、
、
本
緯
阿
蠣
陀

二
子
と
、
俗
形
八
幡
と
を
安
置
し
て
み
る
こ
と
は
油
慰
さ
れ
る
。
こ
の
八
幡

像
は
蕪
八
鰍
脳
宮
の
御
　
正
書
で
あ
っ
た
と
灘
ふ
ゆ
胎
内
に
修
理
銘
…
が
残
さ
れ
て

み
る
。
叉
室
町
頃
の
作
に
な
る
櫓
脚
形
八
轄
轡
［
像
…
の
雪
穴
輻
も
尤
品
で
あ
っ
た
。

大
字
志
水
の
四
村
大
成
氏
の
邸
宅
は
東
車
塚
の
上
に
螢
ま
れ
、
こ
し
に
昭
乗

の
居
室
で
あ
っ
た
松
花
堂
が
移
建
さ
れ
、
耀
も
泉
坊
の
ぞ
わ
を
遜
せ
る
も
の

と
鱗
澤
へ
ら
れ
、
往
年
の
風
涜
膿
漁
欄
の
籐
韻
を
留
め
て
み
る
。
同
℃
く
鱗
車
塚

の
上
に
建
て
ら
れ
た
八
角
院
は
維
新
の
縢
皿
男
山
↑
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
で
、
堂

宇
は
㎜
雄
臣
秀
趨
胴
の
舳
建
靴
亭
と
癬
邸
へ
、
丈
六
晦
蒲
捌
陀
盤
拗
即
を
｛
女
置
し
て
ゐ
。
憐
門
井

鯵
　
二
十
纒
　
篤
二
號

益
島

（＄3う



魏

報

順
事
事
の
縢
　
豚
と
な
っ
た
漏
嗣
ケ
峠
へ
の
滋
に
は
臨
…
癬
旧
ぬ
爪
圓
鵜
寺
が
あ
る
。
白
革

門
下
の
斯
経
の
創
立
に
係
り
、
江
湖
道
場
と
し
て
由
贋
く
滲
縄
者
を
集
め
て
み

た
。
蓬
磨
盤
像
、
大
般
若
縷
六
百
巻
は
國
實
に
指
定
さ
劇
て
る
る
。
叉
有
栖

川
宮
威
仁
親
王
は
宗
般
亥
芳
に
馬
蹄
依
さ
れ
、
御
殿
よ
り
賜
っ
た
臥
龍
、
伏
虎

の
爾
建
造
物
を
存
し
て
み
る
。

　
　
　
　
西
洋
史
証
書
露

　
昭
和
＋
九
年
慶
．
第
八
周
例
會
　
九
月
二
＋
「
日
午
後
一
時
か
ら
原
教
卓
室

で
開
催
。
出
席
者
は
原
教
授
、
井
上
助
教
授
、
申
肉
講
師
以
下
十
三
名
。

　
一
、
希
籔
初
期
混
然
學
と
ポ
リ
ス
的
秩
序
　
　
村
田
講
師

　
昭
瀦
F
十
九
年
渦
巻
蕊
即
九
回
［
野
禽
四
　
十
月
二
十
六
目
弗
・
後
二
時
．
傘
・
か
ら
陳
列
凹
面

謀貝

o
室
で
開
催
。
繊
導
者
は
鈴
太
↓
、
井
上
爾
助
教
授
、
村
田
、
荊
川
添
講
師

以
下
二
＋
名
。

　
一
、
ル
ネ
サ
ン
ス
一
聯
念
の
系
識
剛
　
　
　
　
　
　
騨
塒
　
見
　
両
薗
　
年
・
氏

　
　
　
i
特
に
ル
ネ
サ
ン
ス
主
義
に
つ
い
て
一

　
第
十
一
　
同
大
禽
昌
　
十
一
月
三
日
の
明
治
嘱
望
、
例
年
の
癒
り
畢
超
し
た
。
既

日
平
衝
九
時
牛
か
ら
百
萬
逓
了
難
寺
に
お
い
て
、
去
る
七
月
南
支
に
て
名
轡

の
横
死
を
騒
げ
た
元
鴬
研
究
室
翻
手
笹
川
新
一
陸
軍
中
尉
の
豊
煉
會
を
催

し
、
御
雨
親
共
々
改
め
て
生
前
の
面
影
を
偲
び
謹
ん
で
其
冥
醐
を
勝
つ
た
。

　
講
演
會
は
午
後
一
時
・
か
ら
樂
友
麗
日
館
に
て
…
開
催
。
先
づ
原
庸
愚
擾
起
っ
て
挨

拶
に
代
へ
て
「
輔
換
期
の
歴
史
學
」
と
題
し
、
決
戦
下
の
國
家
蓮
警
に
貢
献
す

可
き
歴
雪
叩
の
あ
り
方
と
弛
方
爲
政
者
に
お
け
る
雁
史
活
用
の
方
途
に
就
き

照皿

ｩ
な
史
費
を
引
用
さ
れ
つ
口
慰
昧
深
く
山
敏
示
さ
れ
た
。
次
い
で
本
年
は
職

學
完
濫
へ
の
憂
し
る
べ
に
と
特
に
選
定
さ
わ
た
駿
畢
史
の
主
題
下
、
各
講
演

　
　
　
　
　
　
　
第
三
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
．
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

者
交
々
立
っ
て
臼
頃
研
究
の
｝
端
を
吐
露
し
て
午
後
六
時
肪
終
了
。
四
條
木

屋
町
の
「
か
の
こ
」
に
て
夕
食
を
共
に
し
八
時
過
ぎ
散
饗
し
た
。
田
席
者
は
講

演
會
二
十
八
名
、
晩
盤
會
十
八
名
。
講
演
の
内
容
梗
概
は
次
の
如
し
。

　
「
、
百
年
職
翁
の
英
國
内
政
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
雅
鯵

　
胃
年
職
畢
一
か
近
代
曲
央
圃
四
、
或
は
近
代
佛
覇
隅
西
の
一
形
成
に
及
ぼ
し
た
作
附
用
は

顯
著
な
る
も
の
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
を
英
國
内
政
と
の
關
聯
に
於

て
考
へ
て
み
た
い
。
先
づ
第
｝
に
近
代
曲
央
國
一
が
…
狩
つ
政
治
形
能
恥
の
最
も
露
要

な
る
特
質
と
し
て
の
議
會
敷
治
が
百
年
職
争
の
問
を
通
じ
て
獲
展
成
長
せ
る

事
貧
を
指
摘
出
曲
る
。
封
佛
戦
役
は
多
額
の
臨
噂
献
納
金
を
不
可
敏
と
し
、

勝
も
之
を
國
民
よ
り
徴
集
す
る
爲
に
は
十
三
世
紀
以
來
の
慣
例
と
し
て
議
會

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
國
王
は
職
争
巻
行
上
殆
ど
毎

年
議
曾
召
集
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
、
こ
の
こ
と
が
議
會
、
特
に
下
院
の
メ
ム
バ

ー
に
政
治
的
自
鷹
を
促
し
機
會
あ
る
毎
に
そ
の
手
利
を
心
張
す
る
に
至
ら
し

め
て
み
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
器
毛
款
瓢
餌
紘
酵
5
形
成
の
媒
實
で
あ
る
。
十

囚
世
紀
の
中
葉
以
降
封
建
貴
族
の
総
撒
が
一
般
に
減
少
し
強
力
な
少
数
の
大

貴
族
が
軸
距
し
つ
つ
あ
る
壌
は
注
覆
す
べ
き
現
象
で
あ
る
が
論
者
は
そ
の
傾

向
に
拍
車
を
加
へ
だ
も
の
と
し
て
百
年
職
畢
を
指
摘
し
て
置
き
た
い
。
何
と

な
れ
ば
諦
侯
が
外
夷
の
戸
々
を
以
て
自
家
に
・
抱
へ
た
．
6
9
回
も
節
コ
ぼ
凱
”
と
呼
ば

わ
る
一
種
の
職
漁
莱
的
兵
士
は
…
鮒
佛
休
職
の
…
際
に
・
も
「
厩
傭
を
鯉
…
か
れ
る
こ
と
な

く
諸
侯
の
所
額
捜
大
饗
は
櫻
勢
獲
得
の
爲
の
私
兵
と
化
し
去
っ
て
み
る
か
ら

で
あ
る
。
後
年
・
の
勲
黒
徴
凧
職
畢
と
呼
ば
れ
る
内
南
脇
の
〃
糠
子
は
こ
こ
に
淋
…
む
と
考

へ
ら
れ
よ
う
。
併
し
そ
の
結
果
が
封
建
貴
族
そ
の
も
の
の
破
滅
を
招
い
た
こ

（・in　84　）
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と
は
疑
ひ
得
ざ
る
塵
で
あ
り
斯
る
意
味
か
．
ら
云
っ
て
も
百
年
職
畢
は
近
代
英

國
の
形
成
に
間
接
的
な
敷
果
を
與
へ
・
て
る
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
、
第
四
ア
フ
ガ
ン
職
争
の
原
凶
の
検
討
　
　
　
上
　
之
　
親
　
夫

　
ク
リ
ミ
ヤ
戦
翁
に
於
け
る
ロ
シ
ア
の
敗
北
は
、
飽
く
墨
壷
洲
一
内
耳
［
家
と
し

て
の
敗
職
で
あ
り
、
決
し
て
ア
ジ
ア
的
國
家
と
し
て
の
敗
職
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
厭
洲
に
於
て
阻
ま
れ
る
時
に
は
侮
時
，
で
も
ア

ジ
ア
に
推
進
力
を
張
め
る
と
暑
ふ
彼
の
竃
0
8
0
出
漁
℃
（
置
引
。
団
の
成
立
の
級
豫

が
あ
る
。
パ
リ
禽
“
議
に
於
て
は
か
エ
る
も
の
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
卸
ち

そ
の
墨
描
織
的
に
も
拘
ら
ず
、
英
國
は
鰍
洲
内
の
協
約
に
依
っ
て
』
》
ア
澗

題
を
既
に
解
決
し
た
も
の
と
思
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
此
の
外
交
的
誤
謬
が

今
後
の
英
㈱
史
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
フ
ガ
ン
駿

畢
の
　
〇
二
σ
q
ぎ
・
竜
此
塵
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
小
論
は
次
の
如
く

分
類
さ
れ
る
。

　
①
ク
リ
ミ
ャ
鮮
麗
及
び
露
土
勝
筆
と
中
央
亜
細
亜
・

　
②
ロ
シ
ア
の
O
翼
℃
箇
ロ
臨
O
”
の
…
進
捗
せ
る
理
由
。

　
③
ロ
シ
ア
事
由
父
政
策
の
誤
酬
謬
O

　
④
虚
無
の
恐
露
病
と
翼
畑
脚
。

　
⑤
イ
ン
ド
総
督
リ
ッ
ト
ン
の
戦
機
判
購

　
　
　
一
八
七
八
年
の
イ
ン
ド
ー
政
治
的
、
経
濟
的
、
軍
蛎
的
。

　
　
　
リ
ッ
ト
ン
の
（
＆
暢
晒
、
職
珊
瀧
㍗
備
、
樒
…
報
贅
料
研
究
、
職
場
の
韓
一
簾
川
O

　
一
、
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
職
璽
に
於
け
る
工
業
石
統
儲
脚
」
　
羅
晶
　
田
　
　
　
蹴
兀

　
　
　
（
そ
の
要
項
二
軸
一
跡
號
所
…
掲
）

　
一
、
十
九
椴
紀
濁
挽
｝
軍
蕩
史
の
二
三
の
嗣
題
　
　
巾
・
　
山
　
　
治
　

一

彙

報

　
十
九
世
紀
初
頭
の
濁
逸
、
糠
に
プ
ロ
シ
ア
は
、
未
だ
欧
治
的
奔
命
H
酌
に
近

世
的
國
民
國
家
と
し
て
再
編
成
さ
れ
な
い
以
鶴
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
職
解
、
の
た

め
、
先
づ
軍
事
的
に
園
民
的
M
幽
防
…
幽
家
と
し
て
綴
織
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
此
の
事
・
箕
が
、
爾
後
の
プ
ロ
シ
ア
の
政
治
軍
恥
吏
を
根
本
的
に
親

宛
す
る
。
先
づ
第
一
に
、
絶
封
王
政
の
支
冠
た
る
職
業
的
軍
除
と
近
世
的
國

恥
軍
と
を
如
何
に
し
て
爾
ぜ
さ
せ
、
調
和
さ
せ
、
如
何
に
し
て
一
つ
の
軍
隊

と
し
て
組
織
づ
け
る
か
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
　
シ
ヤ
ル
ン
ホ
ル
ス

ト
、
グ
ナ
イ
ゼ
ナ
ウ
、
ボ
イ
エ
ン
、
ロ
ー
ン
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
努
力
は
、
此

の
問
題
の
解
決
に
向
け
ら
れ
て
み
た
と
云
へ
る
。
之
に
押
し
て
十
九
世
紀
巾

葉
以
降
に
は
、
憲
法
の
制
定
、
議
會
鵠
度
の
確
立
な
ど
を
纏
て
、
斑
の
駆
梅

甜か

麿
宴
件
梼
汨
謔
ﾉ
撒
敵
禽
偏
へ
隔
心
牧
必
ご
れ
て
ゆ
き
、
胤
坂
後
に
砧
腕
照
明
榔
隅
一
か
残
撃
、
韻
串

事
に
勤
す
る
致
治
の
不
可
優
と
い
ふ
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ

軍
駆
史
を
特
色
づ
け
る
猫
自
な
大
滲
諜
本
部
の
総
織
が
次
第
に
形
成
さ
れ
、

そ
れ
と
共
に
政
治
と
軍
路
と
の
遊
離
や
相
互
無
關
心
、
乃
至
は
封
立
が
生
ず

る
。
こ
れ
が
、
第
丁
次
緻
洲
大
戦
蒔
に
至
る
寮
で
の
ド
イ
ツ
軍
事
史
の
第
二

の
主
要
問
題
を
な
し
て
み
る
。
此
の
第
二
の
問
題
は
、
先
づ
モ
ル
ト
ケ
、
次

い
で
シ
ユ
リ
｝
フ
エ
ン
、
最
後
に
ル
；
ヂ
ン
ド
ル
フ
な
ど
の
諸
樹
枇
P
を
中
5
5

と
し
て
展
m
囲
さ
れ
甲
る
も
の
で
あ
る
。

　
｝
、
駿
争
・
無
類
・
個
人

　
　
　
一
七
年
職
畢
を
中
心
と
し
て
一
　
　
　
　
　
西
　
井
　
克
　
己

　
｝
盤
往
炮
に
し
て
、
戦
局
の
灘
趨
に
噛
し
個
人
の
演
ず
る
役
割
が
癖
實
決

定
織
を
握
る
か
の
如
く
見
え
る
の
は
何
敵
で
あ
り
、
又
習
々
は
毒
ち
に
そ
の

こ
と
を
そ
の
盤
に
承
認
し
て
然
る
べ
き
で
あ
・
賑
う
か
。

第
三
十
霧
　
第
一
號

八
翫
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報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

“
掴
人
が
戦
畢
瀧
行
に
當
り
決
定
的
地
位
を
占
め
得
る
の
は
、
細
腰
已
の
歴

史
的
個
性
を
濫
憾
な
く
獲
揚
し
つ
エ
、
両
も
交
戦
相
互
附
家
の
勢
力
が
均
衡

の
軍
糧
に
お
か
劇
た
る
時
の
み
で
あ
る
が
、
荷
も
こ
の
際
交
職
國
家
が
夫
々

勢
力
均
衡
昂
一
保
臨
狩
し
川
得
る
の
も
、
単
解
制
覇
家
も
亦
雁
史
的
門
前
…
性
を
互
に
十
二

分
に
隔
絶
羅
一
し
得
た
船
渠
～
に
外
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
國
一
家
並
び
に
個
人
が
職

解
に
謝
し
萬
発
の
備
を
以
っ
て
臨
み
得
る
態
勢
と
は
、
二
等
が
何
わ
も
飽
迄

も
卓
れ
た
る
駐
日
史
的
個
性
の
顯
…
現
者
で
あ
り
得
る
場
合
を
の
み
い
ふ
。

　
か
洩
る
暇
　
顯
一
の
究
㎜
男
は
、
自
ら
M
歴
史
主
鵡
義
へ
の
再
一
論
伽
討
を
要
凱
繭
す
る
も
の

で
み
る
が
、
私
は
曹
魯
預
を
要
心
と
せ
る
七
年
職
争
を
考
察
す
る
こ
と
に
依

っ
て
そ
劇
が
具
鱒
一
的
解
…
睨
ハ
に
一
臨
グ
近
づ
ぎ
度
い
と
思
っ
た
。

西
洋
実
研
究
室
近
況

　
過
虫
に
お
け
る
主
要
な
る
戦
争
に
就
き
交
職
諸
國
の
戦
璽
指
導
の
導
管
を

詳
に
し
、
其
の
利
弊
を
明
に
す
る
は
、
我
々
の
流
面
す
る
大
束
亜
駿
争
完
勝

に
萬
哺
遺
憾
な
き
を
期
す
る
不
可
敏
の
條
件
で
あ
る
。
こ
』
に
顧
み
常
研
究
室

で
は
丈
部
省
諸
學
振
興
委
員
會
の
委
囑
に
よ
り
、
四
品
米
鵠
譜
㎝
幽
の
鵬
酒
翁
指
導
の

玉
万
一
同
に
就
き
具
髄
的
な
…
歴
史
研
究
を
蓬
め
、
以
て
轡
型
途
行
の
爲
の
饗
考
に

供
せ
ん
と
、
原
騰
勢
総
指
輝
の
下
に
研
究
室
員
一
同
鏡
慧
調
査
を
進
め
つ
』

あ
る
。

　
各
國
別
の
鞍
懸
看
は
慨
冊
ね
次
の
如
く
で
あ
ア
る
。

　
　
英
國
…
…
…
鈴
木
助
教
媛
、
前
川
講
師
、
上
之
爾
手

　
　
米
國
…
…
…
井
上
助
教
浸
、
今
津
特
鋼
研
究
慮

　
　
藁
葺
…
…
…
申
肉
欝
尚
教
擾
、
、
蕪
砦
峰
越

　
　
佛
國
…
…
…
鍛
照
龍
大
講
師
、
書
置
學
隅
隅
生

第
三
十
巻
　
第
｝
號
脇

八
六

　
　
　
　
地
理
畢
談
呈
露

　
地
理
學
專
攻
撃
入
生
撒
迎
禽
　
昭
和
十
九
年
十
｝
月
二
口
（
木
）
乍
後
ご
時
煙

よ
り
地
理
學
實
習
鍵
に
…
於
て
開
…
催
。
山
小
雪
慶
の
入
…
攣
坐
は
入
…
學
と
同
時
に
專

攻
三
鷹
の
決
定
を
見
た
の
で
、
地
理
學
專
攻
新
入
生
と
し
て
　
二
瞬
ぬ
合
せ

て
十
一
名
の
諸
瀬
を
嗣
時
に
迎
へ
る
こ
と
Σ
な
っ
た
。
こ
の
口
は
談
話
會
催

禽
排
を
も
凶
兼
ね
、
去
る
琶
月
か
ら
五
月
に
か
け
江
蘇
、
断
江
爾
雀
の
招
…
聰
を
う

け
て
南
二
暴
及
び
上
海
の
爾
鱗
茎
そ
の
他
に
お
い
て
講
義
を
行
は
劃
た
藤
田
元

春
先
輩
か
ら
「
唐
事
漫
談
」
と
題
し
て
、
賞
時
の
大
陸
撃
墜
に
鴎
す
る
興
味
あ

る
購
演
を
舞
聴
、
次
い
で
膚
己
紹
介
に
移
っ
た
。
こ
の
難
、
地
理
學
研
究
室

貰
の
鍛
ケ
月
に
互
る
丹
精
の
結
品
、
陳
列
館
雪
菜
附
墾
畑
か
ら
牧
穫
し
た

廿
蕗
を
蒸
し
て
試
食
に
倶
し
た
と
こ
ろ
、
來
富
者
｝
醐
そ
の
誠
意
を
思
ひ
の

ほ
か
に
喜
ば
れ
、
な
ご
や
か
な
歎
談
と
な
り
六
時
置
に
及
ん
で
漸
く
閉
・
曾
。

小
牧
教
授
、
賢
聖
講
師
岬
の
ほ
か
巾
・
聯
目
盛
閥
郎
、
島
之
山
野
翫
ル
聞
軍
も
見
、
凡
瞬
隙
順
者

二
十
名
、
黙
黙
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
蓼
古
駆
談
話
翻

　
例
會
（
新
入
笹
生
徴
迎
會
）
昭
和
十
九
年
十
一
廻
開
戦
（
木
）
午
後
｝
二
時
よ

り
丈
學
部
陳
列
館
内
考
古
墨
研
究
室
に
於
て
醐
催
酬
。
縞
栂
原
教
授
・
村
阿
講
師

以
下
教
室
員
墨
生
等
十
一
著
出
席
、
新
入
學
生
藤
澤
長
治
・
横
山
浩
一
・
遽

触
悪
略
摺
三
君
の
嶽
「
じ
紹
介
に
つ
Ψ
き
、
教
理
・
よ
夢
敏
室
慣
叢
に
懸
軍
巾
」
の
先

輩
學
友
の
紹
介
仲
か
あ
り
、
用
引
卜
い
て
座
談
に
入
る
と
丘
ハ
に
、
三
二
地
匿
よ
り

繭
々
騰
露
洛
せ
ら
札
た
東
方
丈
化
研
究
灰
の
岡
崎
卵
一
氏
の
生
々
し
き
露
來

談
あ
り
、
制
氏
帖
溝
來
の
鼎
遺
耐
物
を
槻
覧
、
茄
栂
原
・
村
瞬
繭
一
型
及
川
熊
ル
躍
…
狩
蜜
の

茶
菓
に
興
じ
て
緻
談
二
疇
聞
魂
胆
募
興
る
五
時
．
過
ぎ
盛
禽
口
御
｝
に
m
三
二
隅
し
た
。

（　S6　），



會

報

　
一
欝
甜
識
糠
貝
無
調
　
十
一
月
二
二
H
（
水
）
午
後
二
時
よ
り
陳
列
酷
裾
翻
貝
賓
室
に
て
闘
脚

催
、
酋
田
・
原
。
那
波
・
小
牧
・
「
旋
…
庸
陣
・
田
村
。
藤
の
蒲
鱗
欝
議
員
磯
麿
叩
、
梅

漂
三
二
峡
員
撚
驚
茶
の
倉
一
務
振
興
案
に
就
い
て
侃
樫
々
懇
談
の
上
隙
案
決
定
三
二
．
…
敏

會
ハ
引
締
隅
い
て
『
史
林
』
第
三
十
巻
第
…
號
の
編
…
㎝
獅
一
一
を
開
い
た
。
　
　
、

　
編
輯
婁
貫
欝
僅
　
編
輯
委
貴
（
考
古
學
）
角
田
丈
冥
目
は
慮
召
入
隊
の
爲
、

ま
た
編
川
纂
〃
姿
畠
ハ
（
主
任
〉
中
肉
治
｝
氏
は
本
慌
勝
多
鑑
四
の
一
篇
そ
れ
ム
C
～
陥
跡
任
、
俵
【

つ
て
編
纂
…
説
任
は
栴
㎝
原
評
議
員
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
旧
規
綱
の
備
製
翼
　
從
來
内
外
塒
版
印
刷
橡
式
魯
蔽
働
版
部
を
し
て
畿
行

φ
購
に
當
ら
し
め
て
み
た
礫
誌
『
史
林
』
は
欝
版
統
棚
に
伜
ふ
同
部
の
慶
止

に
伴
ひ
、
本
愈
嶽
膿
碍
版
統
謂
…
令
に
依
る
事
業
膿
と
し
て
戴
接
獲
行
を
行
ふ

こ
と
に
な
り
、
そ
の
手
綾
を
と
っ
て
、
新
た
に
庶
務
係
と
し
て
星
野
敬
一
氏

を
佼
囑
、
左
の
勝
に
禽
口
誌
護
一
∬
嵐
…
務
所
を
置
い
て
、
議
石
に
闘
欄
す
る
一
切
の
事
、

項
を
盧
理
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
中
京
鼠
丸
太
町
烏
丸
西
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
學
研
究
愈
倉
誌
『
史
林
』
獲
行
購
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
上
一
五
〇
ご
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
蒋
京
都
三
三
五
山
ハ
七
番

欝
員
　
動
静

◇
入
、

會

．
奮

報

京
都
市
産
京
颪
下
鴨
巾
川
園
町
五
三
　
　
　
　
　
尾
　
田
　
卓
　
次
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
林
醗
辰
三
郎
氏
紹
介
）

東
京
都
中
野
匿
橋
場
町
嵩
番
地
　
　
　

韓
藤
要
一
氏

三
三
癸
藩
陽
璽
心
三
段
δ
號
輔
蝋
醐
蔀
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
府
不
破
幹
雄
紹
介
）

　
◇
韓
　
　
　
屠

鹿
三
島
縣
川
邉
郡
一
陽
町
立
紳
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
撹
　
夫
氏

西
宮
市
ム
ツ
澱
昌
巽
町
’
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
都
　
　
和
　
　
雄
氏

静
岡
市
西
干
代
田
曜
五
〇
官
舎
　
　
　
　
　
　
　
赤
　
尾
　
藤
　
市
氏

第
三
十
巻
第
「
號

八
七

（S7）


